
第 20回 京滋臨床甲状腺懇話会のご案内 
 

 

謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

この度、第 20回京滋臨床甲状腺懇話会を下記の要領にて開催するはこびとなりました。 

ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、ご出席賜りますようご案内申し上げます。 

敬白 

 

当番世話人：京都市立病院     小松 弥郷       

代表世話人：京都医療センター  田上 哲也 

   

記 

日   時  ： 令和 3年 7月 10日（土） 16:00～19:00 

会   場  ： TKP京都四条駅前カンファレンスセンター 8階 

         京都府京都市下京区立売中之町 100-1 四条 KMビル  TEL 075-600-2817 

  （四条通堺町東入ル北側/阪急烏丸駅、地下鉄四条駅 13番出口すぐ） 

 

 
専門医認定 : 日本内分泌学会内分泌代謝科専門医認定更新単位２単位取得 

 

会   費  ： 1,000円（学生・初期研修医は無料） 

       

 

 

 
～ご来場に際してのお願い～ 

 

・ご来場の際は、マスクの着用、手指消毒にご協力ください。 

 

・感染症対策のため、会場を３つに分けております。間隔を空けてのご着席をお願いいたします。 

 

・ロビー内の混雑を避けるため、受付後はご着席になりお待ちください。 

 

・受付にて会費 1,000円を頂戴いたします。お釣りのないようご協力ください。 

 

・当日はお弁当をご用意しております。ご自身のお席でお召し上がりください。 



プログラム 

 

【学術講演】 １６：００～１６：１５ 

あすか製薬株式会社 西日本第 1統括部 学術情報担当 

アボットジャパン合同会社 診断薬・機器事業部 中日本営業部 テクニカルスペシャリスト 

 

【甲状腺疾患に関する一般講演】 １６：１５～１７：５０  

座長 ： 京都府立医科大学大学院医学研究科 内分泌代謝内科学 学内講師 浅野 麻衣 先生 

*発表１０分 ・ 質疑応答５分   

１．（１６：１５～１６：３０） 京都市立病院 内分泌内科 小松 弥郷 先生  

 「バセドウ病眼症、前脛骨粘液水腫を呈し巨大甲状腺腫の全摘術を施行した一例」 

２．（１６：３１～１６：４６） 京都医療センター 小児科 橋本 有紀子 先生 

「8年間以上無治療であった萎縮性甲状腺炎の 14歳女児例」 

３．（１６：４７～１７：０２） 滋賀医科大学 小児科学 丸尾 良浩 先生 

 「基礎代謝量の測定により内服をコントロールした甲状腺ホルモン不応症の１例」 

４．（１７：０３～１７：１８） 京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 山内 一郎 先生 

  「ベザフィブラート内服により甲状腺機能低下症が惹起された甲状腺ホルモン不応症の1例」 

５．（１７：１９～１７：３４） 京都府立医科大学大学院医学研究科 内分泌・代謝内科学 豊國 恵麻 先生 

 「持続性ソマトスタチンアナログ徐放性製剤を導入した TSH産生下垂体腺腫の一例」   

６．（１７：３５～１７：５０） 京都府立医科大学大学院医学研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 大村 学 先生 

 「内頸静脈腫瘍栓塞・頭蓋底浸潤を認めた甲状腺低分化癌の１例」 

（日医生涯教育講座 カリキュラムコード：15.臨床問題解決のプロセス 18.全身倦怠感 22.体重減少・るい痩 各 0.5単位 ） 

 

【教育講演】 １８：００～１９：００ 

 
座長 ： 京都市立病院 内分泌内科 部長 小松 弥郷 先生 
 

『甲状腺ホルモン作用と甲状腺ホルモン不応症の新展開』 
 

演者 ： 名古屋大学 環境医学研究所 内分泌代謝分野 教授 林 良敬 先生 
 

（日医生涯教育講座 カリキュラムコード：43.動悸 72.成長・発達の障害 各 0.5単位） 

 

 

 
【共催】京都府医師会、京都内科医会、滋賀県内科医会、京滋臨床甲状腺懇話会、アボットジャパン合同会社、あすか製薬株式会社 


